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７
月
15
日
ご
ろ
か
ら
梅
雨
前
線
が

日
本
列
島
上
空
に
停
滞
し
た
こ
と
に

よ
る
豪
雨
に
よ
り
、
中
国
、
北
陸
、

中
部
、
九
州
地
方
で
は
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
幸
い
大
き
な
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
７
月
16

日
か
ら
19
日
に
か
け
て
断
続
的
な

降
雨
に
よ
り
土
木
施
設
、
農
業
施
設
、

林
道
な
ど
に
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

早
急
に
災
害
復
旧
に
努
め
ま
す
。

　
　

　
市
道
南
北
線
関
連
事
業
に
つ
い
て

は
、
７
月
３
日
付
け
で
地
域
再
生
法

に
基
づ
く
国
の
認
定
を
受
け
、
地
域

再
生
基
盤
強
化
交
付
金
制
度
の
活
用

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
や
地
域
雇
用
の
創
造
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
事
業
費
の
２
分

の
１
が
交
付
金
と
し
て
支
援
さ
れ
ま

す
。

　
エ
ー
ゲ
館
う
し
ま
ど
観
光
セ
ン
タ

ー
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
観
光

案
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
市
の
魅
力

情
報
発
信
基
地
と
も
い
う
べ
き
施
設

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
用
地
取
得
、
概
略
設

計
な
ど
を
考
え
て
い
て
、
本
体
建
築

に
つ
い
て
は
19
年
度
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　　
吉
井
川
の
流
況
に
つ
い
て
は
、
本

年
は
降
水
量
も
豊
富
で
、
安
定
的
な

水
供
給
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
設
改
良
事
業
の
う
ち
、
牛
窓
町

長
浜
西
浦
地
内
の
石
綿
管
布
設
替
工

事
に
つ
い
て
は
工
事
施
工
中
で
あ
り
、

邑
久
町
山
田
庄
・
尾
張
地
内
の
石
綿

管
布
設
替
工
事
、
牛
窓
町
師
楽
・
紺

浦
・
奥
浦
地
内
の
公
共
下
水
道
事
業

の
配
水
管
布
設
替
工
事
、
長
船
町
飯

井
・
牛
文
・
磯
上
地
内
の
農
業
集
落

排
水
事
業
に
伴
う
配
水
管
布
設
替
工

事
は
、
発
注
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の

工
事
箇
所
に
つ
い
て
も
設
計
中
で
あ

り
、
設
計
が
完
了
次
第
、
発
注
し
ま

す
。

　
次
に
浄
水
場
関
係
は
、
長
船
水
源

地
の
非
常
用
発
電
設
備
設
置
工
事
が

終
了
し
ま
し
た
。
ま
た
他
に
も
老
朽

施
設
の
修
繕
や
、
水
質
管
理
機
器
の

更
新
を
行
っ
て
い
て
、
安
全
な
水
道

水
の
供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。

　　
牛
窓
処
理
区
で
は
、
現
在
、
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
基
礎
工
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
邑
久
処
理
区
は
、
日
本
下
水
道
事

業
団
へ
委
託
の
幹
線
管
渠
工
事
が
約

６
割
進
捗
し
て
い
ま
す
。
牛
窓
・
邑

久
処
理
区
と
も
管
渠
工
事
発
注
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

19
年
度
予
定
の
面
整
備
の
管
渠
詳

細
設
計
業
務
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
長
船
中
央
処
理
区
は
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
と
幹
線
管
渠
の
設
計
業
務
を
実

施
中
で
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、
早
期
、
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
べ
き
事
業
で
す
が
、

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
編
成
さ
れ

た
今
年
度
の
当
初
予
算
で
は
、
事
業

量
全
体
を
、
本
来
の
計
画
よ
り
縮
小

さ
せ
て
施
工
す
る
予
定
で
し
た
。

　
し
か
し
、
下
水
道
の
建
設
事
業
費

の
財
源
の
中
で
、
起
債
の
充
当
率
が

変
更
さ
れ
、
当
面
の
市
費
が
少
な
く

て
済
む
こ
と
に
な
り
、
改
め
て
、
本

来
の
計
画
ど
お
り
の
事
業
量
を
実
施

で
き
る
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　　
病
院
事
業
管
理
者
を
中
心
に
、
市

内
の
医
療
情
勢
や
地
域
医
療
連
携
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
岡
山
市
内
の
基
幹

病
院
と
の
地
域
連
携
を
、
よ
り
一
層
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深
め
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
両
病
院
で
ど
の
よ
う
な
体
制

で
連
携
を
図
る
の
が
望
ま
し
い
か
幹

部
職
員
を
中
心
に
考
え
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
職
員
に
お
い
て
は
引
き

続
い
て
意
識
改
革
の
推
進
を
図
る
た

め
、
接
遇
や
医
療
制
度
改
革
に
重
点

を
置
い
た
職
員
研
修
を
定
期
的
に
実

施
し
、
個
々
に
お
い
て
は
グ
ル
ー
プ

討
議
を
す
る
な
ど
、
患
者
の
目
線
に

よ
り
近
い
医
療
な
ど
の
提
供
を
目
指

し
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
将
来
の
病
院
構
想
を
考

え
る
中
、
病
院
の
基
本
計
画
の
基
礎

に
な
る
調
査
業
務
を
医
療
コ

ン
サ
ル
サ
ン
ト
会
社
へ
委
託

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
計
画
を
検

討
す
る
た
め
に
瀬
戸
内
市
立

病
院
等
検
討
委
員
会
を
発
足

し
、
公
的
医
療
機
関
の
概
要

説
明
を
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
病
院
の
ビ
ジ
ョ
ン

づ
く
り
に
は
、
全
職
員
で
取

り
組
み
、
市
民
へ
の
安
全
安

心
な
医
療
体
制
を
提
供
す
る

よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

　
火
災
・
救
急
の
概
要
で
す
が
、
火

災
に
つ
い
て
は
８
月
30
日
現
在
で

の
火
災
発
生
件
数
は
14
件
で
、
昨

年
よ
り
６
件
の
減
少
で
そ
の
内
建
物

火
災
は
５
件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
火
災
予
防
広
報
、
住
宅

防
火
診
断
、
予
防
査
察
な
ど
、
火
災

を
未
然
に
防
ぐ
予
防
行
政
の
充
実
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
救
急
業
務
は
、
昨
年
同
期
と
比
較

し
若
干
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
７
月
以
降
増
加
の
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
の
救
急
需
要
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
救
急
救
命
士
を
中

心
に
教
育
訓
練
を
重
ね
、
救
急
隊
の

一
層
の
資
質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
に
対
す
る
予
防
救
急
の
推

進
や
自
主
救
護
能
力
の
向
上
な
ど
と

い
っ
た
救
急
対
策
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
台
風
や
大
規

模
地
震
に
よ
る
大
規
模
災
害
は
い
つ

発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
状
況

に
あ
り
、
今
年
も
大
規
模
災
害
を
想

定
し
て
の
防
災
訓
練
を
10
月
29
日
（
日
）

に
今
城
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
多
数
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
有
効
な
訓
練
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
員
の
免
許
更
新
制
導
入
に
つ
い

て
、
中
央
教
育
審
議
会
は
、
７
月
11

日
、
教
員
に
必
要
な
資
質
能
力
は
「
本

来
的
に
時
代
の
進
展
に
応
じ
て
更
新

が
図
ら
れ
る
べ
き
性
格
」
が
あ
る
と

指
摘
し
、
10
年
間
の
有
効
期
限
に
よ

る
更
新
制
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
資

質
能
力
を
刷
新
し
て
い
く
こ
と
を
求

め
た
答
申
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出

し
ま
し
た
。
教
師
が
絶
え
ず
崇
高
な

使
命
感
を
持
ち
、
国
民
に
信
頼
さ
れ

る
た
め
に
は
、
資
質
能
力
の
向
上
に

努
め
る
こ
と
は
、
教
師
と
し
て
絶
対

条
件
で
免
許
更
新
も
理
解
で
き
ま

す
。

　
し
か
し
、
更
新
に
あ
た
っ
て
30

時
間
程
度
の
講
習
の
義
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
現
在
の
小
中
学

校
の
現
状
を
考
え
た
と
き
、
果
た
し

て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
も
法
定
研
修
と
し
て
、
初
任

者
研
修
、
10
年
次
研
修
が
あ
り
、
該

当
教
師
が
研
修
に
出
席
し
た
と
き
の

授
業
は
、
講
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
本
来
教
育
は
、
学
習
者
で

あ
る
児
童
生
徒
を
中
心
に
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
す
。

　
小
中
学
校
の
現
場
を
知
ら
な
い
人

た
ち
は
、
長
期
休
業
中
に
研
修
が
で

き
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
例
え
ば
中

学
校
で
は
、
中
学
校
総
合
体
育
大
会

や
対
外
試
合
な
ど
で
、
長
い
夏
休
み

も
教
職
員
は
多
忙
で
あ
り
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
教
師
が
や
り
が
い

を
持
っ
て
意
欲
的
に
「
免
許
更
新
」

な
ど
へ
取
り
組
め
る
よ
う
、
現
在
の
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